
1

ひろばひろば

　

広
報
部　

次
長

　
　
　
　
　
　
　

山
下　

太
郎

　

防
犯
・
防
災
部　

次
長

　
　
　
　
　
　
　

長
浜　

宜
男

　

衛
生
部　

次
長

　
　
　
　
　
　
　

古
谷　

京
子

　

女
性
部　

次
長

　
　
　
　
　
　
　

仲
井
千
馨
子

■
退
任
役
員

　

事 

務 

局　

次
長

　
　
　
　
　
　
　

新
井　

英
雄

　

第
３
支
部　

支
部
長

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

晴
吉

　

第
４
支
部　

支
部
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

健

　

厚 

生 

部　

次
長

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

ふ
じ

　

４
月
29
日
㈰
午
後
２
時
よ
り

自
治
会
会
員
69
名
出
席
、
委
任

状
９
６
４
名
を
得
て
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　

松
本
会
長
挨
拶
の
後
、
平
成

29
年
度
事
業
報
告
と
会
計
報
告

及
び
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
続

い
て
30
年
度
事
業
計
画
案
と
収

支
予
算
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、

最
後
に
新
任
役
員
の
紹
介
と
退

任
役
員
へ
の
感
謝
状
及
び
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
滞
り
な

く
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

■
新
任
役
員
紹
介

　

第
４
支
部　

副
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　

筑
井　

清
次

　

第
７
支
部　

支
部
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
波　

真
人

　

第
７
支
部　

副
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　

久
保　

智
美
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毎
月
第
二
金
曜
日
夜
七
時
半
に
上
峰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
集
合
し
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
地
区
内
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
不
審
者
を
警
戒
す

る
と
い
う
よ
り
は
、
通
行
の
危
険
と
な

る
よ
う
な
箇
所
を
探
し
た
り
、
街
灯
が

切
れ
て
い
な
い
か
の
確
認
な
ど
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

五
月
二
十
九
日
｟
日
｠
九
時
、
東
児

童
公
園
に
五
十
六
名
が
参
加
し
、
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
に
別
れ
て
メ
イ
ン
道
路

の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
民
清
掃
活
動

上峰自治会広報紙「上峰ひろば」

　

今
回
の
参
加
者
に
は
ご
家
族
連
れ
の

お
子
さ
ま
も
多
く
見
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

　

各
集
積
所
の
ゴ
ミ
袋
は
上
峰
コ
ミ
セ

ン
前
に
集
め
分
別
を
し
て
終
了
で
す
。

年
々
綺
麗
に
な
っ
た
と
思
う
道
路
で
す

が
皆
さ
ん
の
力
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分

の
ゴ
ミ
袋
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
｟
土
｠
午
前
八
時
集
合
。

清
水
市
長
、
中
央
区
市
会
議
員
始
め
周

辺
各
自
治
会
か
ら
三
百
余
名
が
参
加
し

一
週
間
後
の
「
与
野
バ
ラ
ま
つ
り
」
を

迎
え
、
お
も
て
な
し
精
神
で
綺
麗
に
清

掃
し
ま
し
た
。
上
峰
自
治
会
か
ら
は
二

十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

与
野
公
園
清
掃

与
野
公
園
清
掃

▲

切
れ
て
い
る
街
灯
を
発
見
５
／
11
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６
／
10
中
央
区
役
所
及
び
区
内
の
公
立
小
・
中
・
高
校
14
箇
所
の
避
難
所
に
お
い

て
自
治
会
、
施
設
管
理
者
及
び
避
難
所
を
担
当
す
る
市
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
避

難
所
運
営
委
員
会
」
と
中
央
区
役
所
が
連
携
し
た
「
中
央
区
避
難
所
合
同
・
一
斉
訓
練
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
上
峰
の
防
災
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

避
難
場
所

地
震
や
洪
水
、
大
火
事
な
ど

の
切
迫
し
た
災
害
の
危
険
か

ら
緊
急
に
逃
れ
る
場
所
。

避
難
所

災
害
時
に
生
活
す
る
場
を

失
っ
た
方
が
一
定
期
間
生
活

す
る
た
め
の
施
設
。

　

な
お
、
避
難
所
の
運
営
は
、
避
難
さ
れ

た
地
域
の
皆
様
の
共
助
に
よ
る
と
こ
ろ

　

六
月
十
日
｟
日
｠
与
野
西
中
学
校
に

て
近
隣
の
上
峰
自
治
会
、
鈴
谷
第
４
自

治
会
、
下
町
自
治
会
、
ク
ロ
ー
バ
ー
シ

テ
ィ
与
野
自
治
会
か
ら
45
名
の
参
加
者

が
各
役
割
説
明
を
聞
き
早
速
実
務
に
就

き
ま
す
。
上
峰
自
治
会
は
総
務
部
を
担

当
し
、
避
難
所
に
入
所
さ
れ
る
ご
家
族

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
受
付
用

紙
に
記
入
し
て
頂
き
ま
す
。
避
難
場
所

の
割
り
振
り
と
居
住
エ
リ
ア
の
表
示
。

本
日
は
訓
練
予
定
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を

模
造
紙
に
記
入
し
張
り
付
け
ま
し
た
。

 

そ
の
後
各
班
の
訓
練
見
学
と
食
料
品

避
難
場
所
と
避
難
所
？

中
央
区
避
難
所
訓
練

上
峰
の
防
災
に
つ
い
て
①

特集
上峰自治会広報紙「上峰ひろば」

が
非
常
に
大
き
く
、
避
難
所
運
営
委
員

会
を
設
置
し
、
平
常
時
か
ら
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
協
議
、
訓
練
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
市
で
は
「
○
○
自
治
会
は

○
○
避
難
所
」
と
い
う
よ
う
な
、
地
域

的
な
割
り
振
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

上
峰
自
治
会
は
与
野
西
中
の
避
難
所
運

営
委
員
会
に
参
加
し
て
お
り
、
訓
練
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
時
は
、

与
野
西
中
に
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
を

ご
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

左
図
は
、
上
峰
近
辺
の
主
な
指
定
避

難
所
で
す
。

備
蓄
倉
庫
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
場

所
確
認
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
の
確
認
を
し
て
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
内
橋
由
希
子
さ
ま

の
「
家
庭
で
出
来
る
防
災
対
策
」
の
分

か
り
易
い
説
名
を
聞
き
、
仙
台
市
の
防

災
用
ビ
デ
を
鑑
賞
し
、
後
片
付
け
を
し

て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

指定緊急避難場所
指定避難所

与野西中

広域避難場所
指定緊急避難場所

指定避難所

与野公園

与野本町公民館

指定緊急避難場所
指定避難所

八王子中

彩の国
さいたま
芸術劇場

水と
ふれあいの

広場

諏訪神社

西部総合病院

ロヂャース

ガスト

二丁目

四丁目

三丁目

一丁目
浦和西警察

新
大
宮
バ
イ
パ
ス

指定緊急避難場所
指定避難所

上大久保中

指定避難所

鈴谷公民館
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上峰自治会広報紙「上峰ひろば」

　

今
後
の
主
な
予
定

７
／
14
㈯
・
15
㈰　

与
野
夏
祭
り

　

子
ど
も
神
輿　

九
時
三
十
分
渡
御

　

大
人
神
輿　
　

三
時
渡
御
、

　
　
　
　
　
　
　

15
日
は
四
時
渡
御

８
／
18
㈯　

納
涼
盆
踊
り

９
／
２
㈰　

敬
老
会
開
催

10
月
上
旬　

日
帰
り
旅
行

11
月
中
旬　

上
峰
文
化
祭

平
成
三
十
年

　

三
月
六
日　
　

第
一
支
部　

及
川　

健

　

三
月
二
八
日　

第
七
支
部　

寺
内
茂
夫

　

四
月
八
日　
　

第
一
支
部　

大
谷　

力

　

四
月
九
日　
　

第
二
支
部　

丸
山　

富

　

六
月
十
日　
　

第
一
支
部　

渡
邊
忠
明

　
　

編
集
後
記

広
報
部　

部
長　

井
関　

治

広
報
を
担
当
し
て
十
七
年
山
下
さ
ん

を
迎
え
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

広
報
部　

次
長　

小
暮
英
夫

「第
一
峰
寿
会
」会
長
を
三
年
目
で
す
。

広
報
活
動
を
通
じ
て
新
規
会
員
、
仲
間

を
作
り
た
い
。

広
報
部　

次
長　

山
下
太
郎

取
材
の
た
め
に
方
々
に
顔
を
出
し
、
皆

様
の
美
化
や
安
全
等
に
対
す
る
取
り

組
み
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
九
日
｟
火
｠
十
一
時
～
三
時
、

上
峰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

二
階
和

室
、
民
生
委
員
の
お
誘
い
で
七
十
五
歳

以
上
の
一
人
住
ま
い
の
方
三
十
四
名
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
丹
精
込
め
て

作
っ
た
と
ん
汁
、
お

菓
子
、
果
物
、
お
年

寄
り
に
優
し
い
お
弁

当
が
並
び
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
楽
し
い

　

六
月
二
日
、
上
峰
コ
ミ
セ
ン
で
第
一
・

第
二
・
第
六
支
部
か
ら
二
十
五
名
の
班

長
さ
ん
が
出
席
さ
れ
合
同
班
長
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
自
治
会
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、

各
支
部
長
よ
り
班
長
の
役
割
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

一
、　

任
期
は
五
月
よ
り
翌
年
四
月
ま

で
。

二
、　

自
治
会
費
、
各
寄
付
金
、
募
金

な
ど
の
集
金
業
務
の
お
願
い
。

三
、　

自
治
会
資
料
の
回
覧
と
行
事
参

加
者
の
手
続
き
。

四
、　

訃
報
の
支
部
長
へ
の
連
絡
と
家

族
と
の
相
談
。

五
、　

自
治
会
の
入
会
と
退
会
の
手
続

き
。

上
峰
ふ
れ
あ
い
会
食
の
集
い

第
一
・
第
二
・

第
六
支
部

班
長
会
議

会
話
も
弾
み
楽
し
い
食
事
会
と
な
り
ま

し
た
。
食
後
は
演
芸
会
で
す
。
ア
イ
ナ

ア
ロ
ハ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
な
か
よ
し
会

に
よ
る
舞
踊
。
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
介

護
予
防
体
操
、
み
ん
な
で
唱
歌
五
曲
を

歌
い
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
質
問
や
意
見
交
換
、
在
宅
福

祉
地
区
活
動
員
の
役
割
、
ゴ
ミ
焼
却
場

跡
地
利
用
の
説
明
会
は
後
日
行
わ
れ
ま

す
。

　

今
期
よ
り
広
報
部
に
山
下
太
郎
さ
ん

を
迎
え
新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
で
「
上
峰
ひ

ろ
ば
」
の
タ
イ
ト
ル
や
紙
面
の
構
成
も

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
広
報
部
は

パ
ソ
コ
ン
Ｅ
・
メ
ー
ル
や
ス
マ
ホ
・
ラ

イ
ン
で
情
報
交
換
や
意
思
疎
通
を
ス

ム
ー
ズ
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す


